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第1図 カー トリッジ特性(a)




















りますが，これは， コイライザー ・アンプの後ですし， L, Rの位相とか，インピ
ーダンス等の事柄もありますので，カートリッジの方でモノーラルに接続した方が
良いと思います。この接続では，並列，直列，いずれも同位相になるよう接続する
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ーカー駆動用のアンプの出力段ですが， ヘッドホ‘ノ用には 150-500Q の抵抗が直
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こミIs Q 1 16 .aJ 100 .aI 150 Q I 1 kQ 
1l0 WW 五8.94Vド12.7V lOOV 
31.6 
lOOmW 0.9 1.27 10.0 
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第8図 ヘッドホン ・アソプ歪率特性












































ア ン プソニー TA-2000F, ヤマハ CR-1000
真空管電圧計菊水 161C, 163 
低周波発振器 NF設計プロック CR-107A, 菊水 418A
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